
研究すべきプロセス

発生源
（１次エアロゾル、前駆気体）

エアロゾル分布
（サイズ、組成、混合状態）

光学的性質、吸湿特性

放射強制力、酸性雨、健康影響など

エアロゾル数を決める
プロセス

２次エアロゾル生成
（yield）

併合過程、除去過程
輸送過程

ミー散乱、ケーラー曲線

放射計算、雲物理計算、
健康影響評価

畠山、三好、松本、成田、近藤
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研究エリア
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硫酸、有機が高い
内部混合
有機Ｆパターン類似

硫酸が中和されない
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今後の研究
定量化＆放射･雲･健康影響へのリンク

１．測定の高度化、高精度化
２．発生源

• アジアのＢＣ発生源強度（他のエアロゾル？前駆気体？）
• アジアの土壌粒子やバイオマス燃焼から発生する粒子

の発生源強度
→ 発生源での emission factor測定、下流領域での連続観測

３．プロセス
• 有機エアロゾルの生成過程
• エアロゾルの内部混合化過程
• エアロゾルの除去過程
• 輸送過程上での土壌粒子の変容（光学特性の変化、CCN化）
→ チャンバー実験、エアロゾルの混合状態測定

４．放射・雲・健康影響へのリンク
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